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平成１３年度ダイオキシン類常時監視結果について
（一般環境大気、公共用水域水質・底質、地下水質、土壌）

ダイオキシン類対策特別措置法に基づき、平成１３年度に実施した一般環境

大気、公共用水域水質・底質、地下水質及び土壌のダイオキシン類による汚染

状況の概要は次のとおりです（秋田市の区域を除く 。。）

１．調査の概要

対 象 区 分 地点数 回 数 実 施 時 期 備 考

４回/年 秋田市を除く８市大 気 一般環境 H13年5月～H14年1月8

河 川 河川底質17地点19 １回/年
水 質

湖 沼 H13年7～8月 湖沼底質 1地点3 １回/年
底 質

１回/年海 域 9

地下水質 H13年9月－ 20 １回/年

１回/年一般地域 22
土 壌 H13年9～10月

１回/年周辺地域 40

２．結果の概要

(1) 一般環境大気

環境基準の適合状況の評価は年間平均値で行うことになっており、各地点の

年平均値は0.012～0.053pg-TEQ/m と全ての地点で環境基準（0.6pg-TEQ/m ）を3 3

達成していた。

(2) 公共用水域水質・底質

水質は0.065～0.61pg-TEQ/ と全ての地点で環境基準（１pg-TEQ/ ）を達ç ç

成していた。

底質は0.075～15pg-TEQ/gであった。底質については環境基準が定められて

いないが、平成１２年度の全国調査結果(0.0011～1,400pg-TEQ/g）の範囲内で

あった。

(2) 地下水質

地下水質は0.065～0.083pg-TEQ/ と全ての地点で環境基準（1pg-TEQ/ ）ç ç

を達成していた。

(4) 土壌

土壌は、一般地域が0.0008～16pg-TEQ/g、発生源周辺地域が0.036～40pg-TE

Q/gと全ての地点で環境基準（1,000pg-TEQ/g）及び土壌にのみ設定されている

調査指標値（250pg-TEQ/g）を下回った。

測定結果の集計及び各測定地点の測定結果は、表１～６のとおりです。















平成１３年度ダイオキシン類特定施設排出基準検査結果について
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環境政策課化学物質班
電話 １６０６

ダイオキシン類対策特別措置法に基づく特定施設の適正な維持管理及び排出基準

の適合状況を把握するため、排出基準検査を実施しております。

１ 調査結果

（１）大気基準適用施設

①排出ガス 廃棄物焼却炉 ２３施設

②調査結果 調査結果は、0.0044～51ng-TEQ/ Nの範囲であり、全ての施設が平成13年â

規制値（排出基準値：80ng-TEQ/ N）に適合していた。â

測 定 結 果 基準値（ H13規制値ng-TEQ/ N）â

焼 却 能 力 調査施設数 （最小～最大） H13. 1.15～ H14.12. 1～ 不 適 合

（ （H13規制値） H14規制値 施 設 数ng-TEQ/ N）â （ ）

廃棄物焼却炉 ２３ 0.0044～ 51 ０

2t/h～4t/h ６ 0.0044～ 23 ８０ ５ ０

2t/h以下 １７ 0.19 ～ 51 １０ ０

（２）水質基準適用施設

①排 出 水 廃棄物焼却炉の灰貯留施設等 ２施設

②調査結果 調査結果は、2.3～280pg-TEQ/の範囲であり、１施設が平成13年規制値

（排出基準値：50pg-TEQ/）を超過した。

測 定 結 果 基準値（ H13規制値pg-TEQ/）

施 設 名 調査施設数 （最小～最大） H13. 1.15～ H15. 1.15～ 不 適 合

（H13規制値） H15規制値 施 設 数（ （ ）pg-TEQ/）

廃棄物焼却炉の

灰貯留施設 ２ 2.3～ 280 ５０ １０ １

廃ガス洗浄施設

３ 基準超過確認後の措置

（１）改善命令

ダイオキシン類対策特別措置法及び廃棄物の処理及び清掃に関する法律による改善命令

なお、当該事業所は、平成１４年１月１８日から自主的に操業を停止している。

（２）環境調査の実施

事業所周辺民家の飲料水及び排出水を放流している河川の調査

・調査地点 飲料水 ４地点（地下水１ 沢水３） 河川 ２地点

・調査項目 ダイオキシン類及び重金属類（Cd、Pb、As、Hg、Cu、Zn）





平成１４年４月１５日

秋田県生活環境文化部

環境政策課化学物質班

電話 １６０６

ダイオキシン類対策特別措置法に基づく特定施設の設置者による平成１３年度

の自主測定結果について

ダイオキシン類対策特別措置法第２８条に基づき、平成１３年度に施設の設置者か

ら県へ報告があった排ガス、排出水、ばいじん及び焼却灰・燃え殻に含まれるダイオ

キシン類の測定結果を次のとおり取りまとめました（秋田市の区域を除く 。。）

１．自主測定結果

（１）大気基準適用施設

①排ガス

対象施設１５６施設のうち、報告のあった施設は１２２施設で、報告率（報告施設数/対

象施設数）は７８％（１２年度：７４％）であった。

測定結果は、0～43ng-TEQ/m Nの範囲にあり、全ての施設が基準値に適合していた。3

（平成14年3月31日現在）

対 象 報 告 測 定 結 果 基準値(ng-TEQ/m N) 規準値
3

施 設 名 (ng-TEQ/m N) 不適合
3

H13.1.15～ H14.12.1～

施設数 施設数 最小 ～ 最大 施設数( ) (H13基準値) (H14基準値)

156 122 0 ～ 43 0廃棄物焼却施設

4 4 0.035 ～ 3.4 1 04t/h以上

17 17 0.0002 ～ 9.5 80 5 02t/h～4t/h

135 101 0 ～ 43 10 02t/h未満

②ばいじん、焼却灰等

ばいじん、焼却灰・燃え殻の測定対象施設は、それぞれ１２５施設、１４４施設で、報告率

はともに７４％（１２年度：４８％、４２％）であった。

、 （ ）なお ばいじん及び焼却灰・燃え殻に係る処理基準 埋立処分等を行う際に適用される基準

は3ng-TEQ/gで平成１４年１２月１日から適用される。

（平成14年3月31日現在）

対 象 報 告 測 定 結 果

施 設 名 (ng-TEQ/g)項 目

( )施 設 数 施 設 数 最小 ～ 最大

125 93 0.000072 ～ 81廃棄物焼却施設

ばいじん 3 3 1.8 ～ 2.24t/h以上

17 16 0.0079 ～ 122t/h～4t/h

105 74 0.000072 ～ 812t/h未満

144 106 0.000018 ～ 7廃棄物焼却施設

焼却灰等 4 4 0.014 ～ 0.0654t/h以上

15 14 0.001 ～ 72t/h～4t/h

125 88 0.000018 ～ 4.82t/h未満



（２）水質基準適用事業場

対象２事業場のうち１事業場から報告があり、測定結果は0.026～0.047pg-TEQ/ で、基準ç

値に適合していた。

（平成14年3月31日現在）

対 象 報 告 測定結果 基準値(pg-TEQ/ ) 規準値ç

施 設 名 (pg-TEQ/ ) 不適合ç H13.1.15～ H15.1.15～

事業場数 事業場数 最小～最大 (H13基準値 (H15基準値 施設数( ) ） ）

廃棄物焼却炉の

0.026灰貯留施設

2 1 ～ 0.047 50 10 0廃ガス洗浄施設

湿式集じん機

２ 自主測定結果未報告施設

ダイオキシン類対策特別措置法第２８条第３項に基づく自主測定結果を報告していない施

（ 、 、 、 ）設 排ガス：３４施設 はいじん：３２施設 焼却灰・燃え殻：３８施設 水質：1事業場

は別紙のとおりである。

３ 今後の対応

（１）自主検査結果を報告していない施設については、文書により指示するとともに、立入検

査の実施により一層の指導強化を図る。

平成１３年度の指導状況は、延べ２３９施設を立入検査し、自主測定の実施について口

頭指示８９件、文書指示８７件を行った。

（２）平成１４年１２月１日から規制強化される排出基準や適用される処理基準を超えている

施設については、その対応について指導している。














